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議
会
は
、
執
行
部
（
役
場
） 

及
び
議
員
自
ら
提
案
す
る
議 

案
の
審
議
が
主
で
す
が
、
他 

の
案
件
と
し
て
住
民
か
ら
出 

さ
れ
る
請
願
（
陳
情
）
も
重 

要
な
審
議
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
今
議
会
は
、
教
育
問
題
や 

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る 

三
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
請
願
は
、
住
民
が
国
や
地 

方
公
共
団
体
（
役
場
）
の
所 

管
す
る
事
項
（
事
務
）
に
対 

し
、
希
望
を
申
し
出
る
こ
と 

で
、
こ
の
こ
と
は
日
本
国
憲 

法
の
基
本
的
人
権
の
一
つ
に 

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
請
願
は
、
国
に
対 

す
る
も
の
で
し
た
が
、
町
に 

対
す
る
身
近
な
問
題
に
つ
い 

て
も
請
願
は
可
能
で
す
の
で 

積
極
的
に
こ
の
制
度
を
利
用 

し
て
い
た
だ
き
、
建
設
的
な 

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り 

ま
す
。 

   

◇
議
員
定
数
協
議 

　
六
月
十
六
日
、
一
般
質
問

終
了
後
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
三
月
定
例
会
号
に
述

べ
て
い
ま
し
た
よ
う
に
、
議

員
定
数
削
減
案
に
つ
い
て
、

四
回
目
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
議
席
番
号
の
古

い
順
よ
り
意
見
を
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
下
記
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。 

　
九
月
議
会
会
期
中
に
、
再

度
協
議
を
行
い
、
最
終
本
会

議
に
議
員
提
案
と
し
て
議
案

を
上
程
し
、
そ
の
結
果
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と 

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
今 

後
多
く
の
諸
問
題
を
含
め
、

町
が
進
め
て
い
ま
す
「
行
財 

政
改
革
」
に
全
面
的
に
協
力 

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す
。 

　
町
民
皆
様
の
な
お
一
層
の 

ご
支
援
、
ご
理
解
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

東　好男 教育長 

町長報告 
　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
社
会
実
験
に
つ
い
て
は
、

恒
久
化
に
向
け
て
の
問
題

点
の
一
つ
で
あ
る
誤
進
入

調
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

九
月
三
十
日
ま
で
の
延
長

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
上
り
線
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
を
行
い
、
よ

り
安
全
な
道
路
改
良
を
行

う
予
定
で
す
。 

　
現
在
の
利
用
台
数
は
、

一
日
平
均
一
千
九
百
台
で
、

平
日
の
一
日
平
均
は
、
二

千
二
百
台
と
当
初
の
計
画

よ
り
大
幅
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
国
の
要
綱
制

定
に
備
え
、
ま
た
、
恒
久

化
に
向
け
て
、
費
用
対
効

果
検
討
な
ど
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
荒
尾
競
馬
組
合
の
【
場

外
馬
券
売
り
場
】（
乙
植
木

再
起
地
区
）
に
つ
い
て
、

当
組
合
か
ら
建
設
意
向
の

計
画
が
、
ま
ず
、
主
な
土

地
所
有
者
で
あ
る
「
乙
植

木
財
産
組
合
」
に
申
し
入

れ
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
乙
植
木
財
産
組

合
と
荒
尾
競
馬
組
合
か
ら

町
に
対
し
て
、
計
画
書
（
案
）

の
概
略
的
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
三
月
に
入
っ

て
当
組
合
か
ら
、
今
回
の

計
画
は
辞
退
し
た
い
と
の

申
し
入
れ
を
受
け
、
四
月

十
七
日
再
確
認
の
結
果
、

乙
植
木
財
産
組
合
に
も
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、
報

告
を
さ
せ
た
と
の
内
容
で

し
た
の
で
、
荒
尾
競
馬
組

合
か
ら
の
「
須
恵
町
場
外

馬
券
売
り
場
」
進
出
計
画

は
断
念
と
の
結
論
を
得
ま

し
た
。 

進出 

念 

計
画
は 

中嶋　裕史 町長 

◇
子
ど
も
教
育
課 

　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組

織
に
つ
い
て
、
本
町
の
「
行

財
政
改
革
」
に
伴
い
、
ゼ
ロ

歳
か
ら
の
子
ど
も
の
教
育
を

発
達
に
応
じ
た
一
貫
し
た
も

の
と
し
て
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
学
校

教
育
課
」
と
「
子
育
て
支
援

室
」
を
統
合
し
、
名
称
を
「
子

ど
も
教
育
課
」
と
改
め
、
幼

児
教
育
と
学
校
教
育
の
連
携

あ
る
業
務
の
遂
行
に
努
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
国
の
教
育
行
政 

　
国
の
教
育
行
政
は
、
先
に

導
入
さ
れ
た
学
校
完
全
週
五

日
制
に
加
え
、
来
年
度
か
ら

は
全
国
一
斉
学
力
調
査
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
こ
こ
数
年

来
、
大
き
な
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
開
会
中
の
国
会
で

は
、
教
育
基
本
法
改
正
案
が

上
程
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
の

国
際
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
の
あ
り
よ
う
が
論
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

◇
様
々
な
課
題 

　
一
方
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
学
校
・
地
域
社
会
の
安
全

確
保
や
、
少
子
化
社
会
に
お

け
る
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
、
さ
ら
に
は
、
し
つ
け
や

正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
育
て

る
べ
き
家
庭
教
育
力
の
充
実

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積

み
し
て
お
り
ま
す
。 

◇
本
町
の
取
り
組
み 

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
国
の
教
育
改
革
及
び
県

の
教
育
施
策
を
踏
ま
え
、
本

町
の
実
態
や
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
共
に

手
を
た
ず
さ
え
、
子
ど
も
た

ち
に
未
来
を
開
く
確
か
な
学

力
や
主
体
的
・
自
立
的
に
行

動
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
質
・

能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
人
一
人
の
個
性

の
伸
張
を
図
り
、
他
人
を
思

い
や
る
心
、
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
態
度
な
ど
、
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
に
努
め

ま
す
。 

　
さ
ら
に
は
、
生
涯
学
習
社

会
に
お
け
る
町
民
の
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
指
す
な
ど
、
各
分
野
に
お

け
る
適
切
か
つ
有
効
な
教
育

行
政
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

教
育
行
政
報
告 

◆
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
協
議
内
容 

氏　　　名 

長澤　誠司 

藤石　　豊 

森　　勝己 

井上　　仁 

豊永　　主 

御手洗寿乃 

緒方　義人 

柴田　真人 

百田　善廣 

稲永　信英 

三　　良人 

三上　政義 

原野　敏彦 

今村　桂子 

合屋　伸好 

貝原　雅俊 

行財政改革に協力するため２名削減 

行財政改革に協力するため２名削減 

行財政改革に協力するため２名削減 

削減することで民意が伝わりにくくなるが、現状を鑑みて１名削減  

削減には賛成 

行財政改革に協力するため３名削減 

行財政改革に協力するため２名削減 

合併を見据え、２名削減  

行財政改革に協力するため２名削減 

削減に賛成だが、減数については考慮中 

行財政改革に協力するため２名削減 

削減は地域の声が反映しにくくなる 

一人にかかる責任が大きく、多くの意見が尊重できない 

行財政改革に協力するため２名削減 

２名削減に賛成の方向だが、まだ未確定 

行財政改革に協力するため２名削減 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

賛　成 反　対 意　　　　見 

恒
久
化
に
向
け
て 

長澤　誠司 議長 

６月議会を終えて 

議
　
長
　
通
　
信 

断 


